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１。はじめに

　人は環境と調和しながら生活している。学校で

の子どもや教師も例外ではない。環境には、子ど

も集団や教師集団、あるいは子どもと教師との人

間関係から形成される社会的な環境と校舎のつく

る物理的な環境とがあるが、社会的な環境を形成

する個々の人間が、校舎のつくる物理的な環境か

ら絶えず影響を受けている以上、社会的な環境自

体が多かれ少なかれ物理的な環境に影響されてい

るともいえる。このような視点に立ったとき、精

神集中を要求される教室の物理的な環境は適性に

形成されている必要があると考えることができる。

　校舎の物理的環境としては従来から空間の大き

さや形状などに関する報告が多いが1)｡2)、筆者ら

は校舎を構成する建築材料が教育環境に及ぼす効

果に着目して調べており、前報においては教室の

温湿度環境が、木造校舎と鉄筋コソクリート造

　(ＲＣ造)校舎との間に大きな違いのあることを明

らかにしてきた3)。。このような相違はそこに生

活する人々に様々な影響を与えているものと推察

される。そこで、教師の健康状態及び校舎に対す

る教師の評価をアンケート形式で調べながら、校

舎を構成している建築材料が形成する教育的環境

の違いを検討することとした。

２。アンケート調査方法

　アンケート対象は小学校と中学校とし、主対象

として全国各地にある竣工10年以内の木造校舎と

した。比較対象として同一地域にあるＲＣ造校舎

　（床または腰板が木質材料の場合も含む）及び内

装木質造校舎（床と腰板の両方が木質材料で内装

されたＲＣ造校舎）とした。対象校の抽出には下

記の資料を参考にした。

・「学校建築年報一昭和59～62年」（文部省学校

建築年報編集委員会）

・「公共建築物の木造事例集－そのＩ，Ⅳ」（木

造需要拡大中央協議会）

アンケートの内容は表１に示す。

　　　　　　表１　アンケートの内容
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３。結果

　回答校は194校（回収率は67.5％）であり回答

教師は2､136名であったが、主対象校と比較対象

校が同一地域からそろって回答してきた地域は少

なかった。主対象となる木造校舎の所在地域は表

２に示すとうりである。

　　　表２　７ソケート対象木造校舎数

　関東地域、中京地域及び京阪神地域などの大都

市間が対象になっていないのは、新設の木造校舎

が見当たらなかったためである。なお、表中「旧」

と記されているものは建設年が1980年以前と回答

された校舎である。

３。１　教師の健康状態

　質問内容から小学校と中学校では状況が異なる

可能性があるので、「教師の健康状態」について

は回答校の多かった小学校を対象とした。また図

１に示すように、比較対象校は人工密度の高い地

域からも回答があったが、周辺環境をそろえるた

めに主対象である木造校舎の所在地域の人工密度

と同程度の地域の学校を比較対象校とした。その

結果、人工密度600人/�以下の学校（木造校舎62

校、ＲＣ造校舎43校、内装木質校舎42校）が本報

告の分析対象となった。

　教師の健康について調べた結果を表3－ａに示

す。質問は程度因子も含んでいたが本報告では症

状の有無についてまとめた。半数以上の教師たち

が感じている症状としては「夏期の教室内が暑い」

が顕著に多く、次いで「冬期の教室内が寒い」

　「イライラすることがある」「冬期の足元が冷え

る」「長時間立っているのがつらい」「喉が乾く」

といった因子があがる。

　各症状について、校舎種別間及び同一校舎内で

の男女間で比較したx2検定値を表3－bに示す。

図１　回答校（小学校）の人口密度別分布
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木造校舎とＲＣ造校舎を比較すると、ＲＣ造校舎に

勤務する教師の方に諸症状が顕著に現れていた。

特に女性教師には「長時間立っているのが辛い」、

　「喉が乾く」、「イライラすることがある」、

　「生理不順が起きる」などの症状に有為な差が認

められており、ＲＣ造校舎に勤める女性教師は木

造校舎に勤める女性教師より精神的な緊張状況に

置かれていることが示唆された。内装木質造校舎

と木造校舎とを比較すると、症状ａ､ｂ､ｃ､ｄ､ｅ､な

どの因子には有意の差は認められなかった。しか

しながら「生理不順が起きる」点については有為

な差が認められており、木造校舎より内装木質造

校舎に勤める教師により多く現れていた。

　校舎の寒暑感については、いずれの校舎でも男

性より女性の方が「寒さ」や「足の冷え」を感じ

ているが、校舎間でみると木造校舎に勤める男性

教師はＲＣ造校舎や内装木質造校舎の教師より

　「足の冷え」をより強く感じているようである。

またＲＣ造校舎と内装木質造校舎とを比較すると、

男女共にＲＣ造校舎の方が「寒さ」や「足の冷え」

を強く感じているようである。

　　「教室の明るさ」については、木造校舎よりも

ＲＣ造校舎や内装木質造校舎の方が明るいと感じ

ているようである。

表３ａ　小学校教師の健康状態一人数一

表３ｂ　教師の健康状態に関する有意差検定（χ2－検定）
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　表3－bの「同一校舎内男女間比較」欄は同一

環境下における男性教師の反応の違いを比較して

いる。いずれの校舎においても女性の方に各種の

症状が顕著に現れているが、特にＲＣ造校舎環境

において著しかった。

３。２　建築材料が教育活動に及ぼす効果について

　校舎の建築材料が子どもや教師の健康・勉学活

動に影響していると回答した教師は小中学校を合

わせて回答者のほぼ半数であった（影響している:

1014名，影響していない:998名，無回答:124名）。

そこで、影響していると思われる事柄について自

由記述式で答えてもらった。全部の回答について、

できるだけ回答者の表現をいかしながら整理する

と、表４－１、４－２、４－３のとうりであった。

　木造校舎については31因子数となり、ほとんど

が好ましい評価をしている。目立った因子をあげ

ると「暖かみ」「落ち着いた雰囲気」「柔らかい」

といった人の情感に関わる因子が上位を占め、次

いで木材の適度な弾力性、調湿性が評価されてい

る。一方、木造校舎の悪い点として「音の透過

　（因子ｎ､14）」が目立っている。夏期・冬期の

表４－１　木造校舎が影響を与えていると思われる因子（数字は回答教師数）
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表４－２　ＲＣ造校舎が影響を与えていると思われる因子（数字は回答教師数）

暑さ・寒さについては、肯定評価（因子15､22）

と否定評価（因子17､27）がほぼ等分して見られ、

評価が二分されている。

　ＲＣ造校舎については27因子数があげられたが、

木造校舎とは反対に、ほとんどの因子が教育上・

生活上好ましくないとする評価であった。主な因

子は「床の弾力性の無さ」「結露の発生」「大怪

我の危険」「反響音」「冷たい感じ」などである。

　内装木質造校舎については、35因子数に整理さ

れたが互いに矛盾する因子が目立ち、木造校舎の

持つ側面とＲＣ造校舎の持つ側面とが混在してい

るようであった。

４。考察

　アンケート調査によって、三種類の内装の異な

る校舎に勤める教師の健康状態を調べた結果、Ｒ

Ｃ造校舎に勤める教師は種々の症状に有為な差を

示した。特にＲＣ造校舎に勤める女性教師はスト

レス症状がより強く現れているようにうかがえる。

本調査は人工密度が比較的低い地域にある学校を

対象としているので、学校周辺には自然も比較的

豊であろうと推察されるのだが、そのような周辺

環境よりも校舎環境の方が強い影響力をもってい

るものと思われる。一方、内装木質造校舎は対木

造、対ＲＣ造に対して症状ａ､b､ｃ､d､ｅ､に有意な違

いが少なかったこと及び、ＲＣ造校舎に比して冬

期の寒さが緩和されている。このことは、少なく

ともＲＣ造校舎の床面と腰板部分を木質材料で内

装することによって教室内の環境が改善されるこ

とを示唆しているものと受け止められる。
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表4-3内装木質造校舎が影響を与えていると思われる因子

　　　　　　　　　　　　　　　　　(数字は回答教師数)

　　＊回答者は内装本質校舎に生活する教師のみ

　いずれの校舎環境においても、各種の症状が女

性の方に顕著に現れていることは、女性は男性よ

り周囲の環境に敏感に影響されることを示唆して

いるものと思われる。

　以上のように、教師は校舎環境から各種の影響

を受けていることが解る。子どもは教師との関係

を重要視する。児童生徒の抑うつや不安を主とす

る精神的自覚症状の主要な因子の一つに教師との

関係や学校生活などの「学校環境」が含まれてい

たり4）。、中学生の例ではあるが教師との関係が

主要なストレス源になることが報告されているよ

うに5）。、子どもにとって、教師は常に大きな影

響力を与える存在である。従って、種々の価値観

をもち多面的な発想をする子ども達に対して、教

師が余裕をもって対応するためにも、校舎は快適

に過ごせるような環境である必要がある。

　建築材料が教育環境に及ぼす効果のうち、木造

校舎とＲＣ造校舎については前節で示した相違の

他に、比較的多くの教師から評価をうけている因

子の中で興味深い相違が２点認められる。すなわ

ち、一つは清掃に関する評価の違いである（木造

因子10､ＲＣ造因子17）。「清掃」作業は子どもの

精神衛生・しつけの面でのよい教育手段であると

いわれているが6）。、木造因子25「行動が丁寧に

なる」とも関わって、木造校舎はこの面でも教育

的な役割を果たしていることがうかがえる。二つ

にはＲＣ造校舎には「風邪が流行しやすい」（ＲＣ

造因子10、木造因子31）と評価する点である。Ｒ

Ｃ造の室内は戸外の湿度に左右されてしまうが、

木造の室内は木材の調湿機能によって外気の乾燥

時には材中から水分を放出するために室内の湿度

は50％前後を保ち易くなる。この湿度域は空気中

の菌の繁殖を抑制する効果があるといわれている

が7）、このような効果の有無が風邪の流行の難易

に関わっているものと思われる。

　教師の健康調査においては、冬期の木造校舎は

比較対象校舎より足元が冷えたり、寒いとの評価

を得ていた。しかしながら、表２に示すように対

象が北海道から九州にわたっているにも関わらず

地域差を無視して一括して処理しているので、こ

の傾向が木造校舎の一般的な特徴であると受け止

めることは危険である。表４－１、４－２からは、

反対にＲＣ造校舎の方が冬の環境は厳しいように

受け取れるため、寒暑感については地域による違

いをも考慮する必要がある。なお、筆者らが測定

した校舎では木造よりＲＣ造の方が足元が冷える

のではないかとの結果を得ている3）木造の場合、

揚げ床形式にすると一階床面の温度は縁の下の気

温に比例することや大壁構造の場合は壁面内部が

空気の通路になり得ることなどを考慮すると8）、

木造校舎の寒暑対策には設計の仕方が大きく影響

するものと思われる。
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５。まとめ

　小学校の教師の健康状態について、建築材料の

違いによる影響を木造校舎、ＲＣ造校舎、内装木

質造校舎の三種類にしてアンケート調査したとこ

ろ、ＲＣ造校舎に勤める女性教師は精神的な緊張

傾向が強くなっていることがうかがえた。また一

般に、女性教師は男性教師より校舎環境からの影

響を受け易いことが明らかになった。

　小・中学校の教師が実感している建築材料が環

境に与える効果を整理したところ、木材校舎につ

いては、人の情感に添うとの評価が高く、さらに

木材の適度な弾力性や調湿性が好ましい環境を形

成しているとのプラスの効果を指摘していた。一

方ＲＣ造校舎についてはほとんどがマイナスの効

果を指摘したものであった。

　以上の結果、学校建築材料の違いは教育環境を

も変えてしまい、そこで生活する教師に様々な影

響を与えているものと判断された。

　　　　　　　　　　　　(1991年12月25日受理)
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